
品質状況の可視化品質状況の可視化

－－ 品質状況の有効な見せ方と品質分析を阻害する要因の考察－品質状況の有効な見せ方と品質分析を阻害する要因の考察－

２０１３年１月２０１３年１月

アイエックス・ナレッジ株式会社アイエックス・ナレッジ株式会社

品質ソリューション事業部品質ソリューション事業部

システム検証ビジネス部システム検証ビジネス部

第２検証グループ第２検証グループ

奥村奥村 慎慎

JaSST'13 Tokyo
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会社紹介／自己会社紹介／自己紹介紹介

アイエックス・ナレッジ株式会社（ＩＫＩ）
1999年発足（以下２社合併により誕生）

日本ナレッジインダストリ（株）（1979年発足）

（株）アイエックス（1964年発足）

主要事業
コンサルティング
システム開発
システムマネジメント
システム検証システム検証 （（iMPLEOiMPLEOサービスサービス））

マーケティング・リサーチ

最近の主な業務
iMPLEOサービスの第三者検証プロジェクトの立上げ／推進

テストの計画、設計・実行の管理、品質状況の分析と評価
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AgendaAgenda

1. 背景

2. 『①IT品質の不透明さ』

3. 『②ST障害対応の停滞』

4. 『③収束しないST障害』

5. まとめ
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案件： 一般コンシューマ向けWEBサイトの更改案件。

規模： 開発規模は1,000KSTEP超。

体制： 開発ベンダは４社。マルチベンダ体制。

役割： 第三者の立場での総合テスト（ST）と品質評価。

役割

ユーザ受入T顧客

開発ベンダ

ＩＫＩ（弊社）

１．背景１．背景 (1)(1)プロジェクトプロジェクト

体制図

顧客
（WEBシステム開発部門）

開
発
ベ
ン
ダ
Ａ

開
発
ベ
ン
ダ
Ｂ

開
発
ベ
ン
ダ
Ｃ

開
発
ベ
ン
ダ
Ｄ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
（弊
社
）

「V&V（検証及び妥当性確認）」（IEEE610.12）に準拠

単体テスト

結合テスト

システムテスト

コーディング

基本設計

機能設計

詳細設計

業務要件定義

総合テスト
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ST開始時点の状況

ＩＴ進捗：1.5ヶ月遅れ。（進捗率43%）

ＩＴ品質：IT工程の障害件数は目標の58%。（未解決30%）

クライアントの要望：

『IT工程は完了していないが、出来る所から
ST工程を開始し、バグを出して欲しい。』

１．背景１．背景 ((22))状況状況

ＮＯＷＮＯＷＮＯＷ

実態（実態（1212ヶ月目時点）ヶ月目時点）

当初計画当初計画

(月数)1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

要件定義
現行調査

要件定義
現行調査 基本設計基本設計 詳細設計詳細設計

製造～
単体テスト

製造～
単体テスト

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

総合テスト
（ST）

総合テスト
（ST）

ユーザ
受入テスト

ユーザ
受入テスト

★商用稼動

要件定義
現行調査

要件定義
現行調査 基本設計基本設計 詳細設計詳細設計

製造～
単体テスト

製造～
単体テスト

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

総合テスト
（ST）

ユーザ
受入テスト

★商用稼動
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１．背景１．背景 ((33))直面した課題直面した課題

(月数)1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ

②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞

③収束しない③収束しないSTST障害障害

ST序盤

ST中盤

ST終盤

要件定義
現行調査

要件定義
現行調査 基本設計基本設計 詳細設計詳細設計

製造～
単体テスト

製造～
単体テスト

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

結合・ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
（IT）

総合テスト（ST）

ユーザ
受入テスト

★商用稼動
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1. 背景

2. 『①IT品質の不透明さ』

3. 『②ST障害対応の停滞』

4. 『③収束しないST障害』

5. まとめ
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２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (1)(1)課題課題

ST開始から１ヶ月
並行するITの報告は、順調であることを示していた。

ITが完了したものから、徐々にSTの機能制限が解除。

が、STでは、解除された機能の大半が動作しない。

殆どのSTテスト項目がブロックされてしまった。

ITIT工程の品質報告と工程の品質報告と

STSTの実態にギャップの実態にギャップ？？
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２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (1)(1)課題課題

IT工程で報告されていた資料

IT品質管理図（全体）

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

10/31 11/14 11/28 12/12 12/26 1/9 1/23 2/6

日付

残
テ
ス
ト
件
数

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

障
害
件
数

障害は収束

している？

何が
残ってる？
遅れてる？
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異常を探そう！ ⇒ベンダ別に分割

２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (2)(2)アプローチアプローチ

IT品質管理図（A社）

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

10/31 11/14 11/28 12/12 12/26 1/9 1/23 2/6
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残
テ
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200
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400
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600
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数

IT品質管理図（B社）
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4000
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残
テ
ス
ト
件
数

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

障
害
件
数

IT品質管理図（C社）
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日付
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IT品質管理図（D社）
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10/31 11/14 11/28 12/12 12/26 1/9 1/23 2/6

日付
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0

50

100
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200
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障
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件
数

もう落ち
着いた？

異常なし？

残テストの

大半はココ

計画の
２倍以上!?

このまま
落ち着く？

結構残っ
てる…

A社A社 B社B社

C社C社 D社D社
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テスト量と比較してみよう！

⇒横軸を進捗率に置換えて、障害の収束状況をチェック。

信頼度成長曲線（全体）
11/29 12/3 12/9 12/16 12/30 1/6 1/13 1/17 1/21 2/3

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進捗率

障
害
件
数

1/0

9/8

5/18

1/24

10/3

6/11

2/18

10/28

7/6

障害件数（予定）

障害件数（実績）

２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (2)(2)アプローチアプローチ



Copyright Copyright ©© 2013 IX Knowledge Inc. All Rights Reserved2013 IX Knowledge Inc. All Rights Reserved 12

ベンダ別の障害の収束状況をチェック！
信頼度成長曲線（A社）

12/7 12/1012/15 12/21 1/5 1/9 1/14 1/18 1/23 1/28 2/1

0

100

200

300

400

500

600

700

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
進捗率

障
害
件
数

1/0

9/8

5/18

1/24

10/3

6/11

2/18

10/28

7/6

障害件数（予定）

障害件数（実績）

信頼度成長曲線（B社）
11/28 12/2 12/9 12/16 12/27 1/6 1/18 1/26

0

20

40

60

80

100

120

140

160

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
進捗率

障
害
件
数

1/0

9/8

5/18

1/24

10/3

6/11

2/18

10/28

7/6

障害件数（予定）

障害件数（実績）

信頼度成長曲線（C社）

11/18 11/2411/29 12/6 12/7 12/1912/22 12/26 12/28 12/30

0

50

100

150

200

250

300

350

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
進捗率

障
害
件
数

1/0

9/8

5/18

1/24

10/3

6/11

2/18

10/28

7/6

障害件数（予定）

障害件数（実績）

信頼度成長曲線（D社）

11/16 12/6 12/19 12/23 12/29 1/14 1/18 1/27

0

50

100

150

200

250

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
進捗率

障
害
件
数

1/0

9/8

5/18

1/24

10/3

6/11

2/18

10/28

7/6

障害件数（予定）

障害件数（実績）

２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (2)(2)アプローチアプローチ

A社A社 B社B社

C社C社 D社D社

目標未達。

まだ出そう。

収束しきっ
てない

全く収束

していない！

急増

収束しきっ
てない

急増

急増
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２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (3)(3)可視化のポイント可視化のポイント

情報を層別に分解し、異常を探る

サマリでは異常な箇所が隠れてしまう。

ベンダ別や機能別など、様々な層で分解すると、

特定の層の異常が見える。

障害の量は、テスト量と比較する

テスト量が減れば、障害摘出が減るのは当たり前。

日付でなくテスト量と対比すると、

本当に障害が収束しているのか、実態が見えてくる。
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２２．．『『①①ITIT品質の不透明さ品質の不透明さ』』 (4)(4)成果成果

サマリの報告では見えなかった障害摘出状況

→懸念事項として示すことに成功

処置

 リスク洗出し

（障害摘出時期の妥当性、急増理由をヒアリング）

 IT追加テストを実施

結果

ＩＴ・ＳＴともに、品質が改善されていった
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1. 背景

2. 『①IT品質の不透明さ』

3. 『②ST障害対応の停滞』

4. 『③収束しないST障害』

5. まとめ
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (1)(1)課題課題

ST開始から２ヶ月

テスト期間の折り返し地点。

並行していたIT工程も完了間近。

だが、ST障害は、引き続き「右肩上がり」。

しかも、障害の調査や改修が進んでいない。

気付くと、類似する障害票が氾濫する悪循環！

２ヶ月後の商用リリースに間に合う？２ヶ月後の商用リリースに間に合う？

障害票の対応障害票の対応を進めてもらうを進めてもらうには？には？
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (1)(1)課題課題

ST工程で報告されていた資料

調査中
41%

起票
3%

対応中
26%

対応済
6%

再テスト済
24%

ステータス

原因原因わかりましたか？わかりましたか？

改修改修まだですか？まだですか？

テストが進まないテストが進まない～！～！

こっちも頑張って対応してこっちも頑張って対応して
ますから。ますから。

本当に急ぎ本当に急ぎなのはどれなのはどれ？？

その他
15%

コーディング不備
7%

環境設定不備
5%

仕様通り
9%

設計不備
12%

未分類
37%

同一原因
15%

原因分類

・増える？

・捌ける？

・溜まってる？
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (2)(2)アプローチアプローチ

増える？ ⇒障害摘出（事象）の推移チェック！
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障害摘出予測（±20%）
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増えるのでは!?
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伸びてきている

障害事象
そのもので

分類
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解除直後
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障害票の件数推移状況（全ステータス別）
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (2)(2)アプローチアプローチ

捌ける？ ⇒障害ステータスの推移、解決ペースをチェック！

現状の
解決ペースでは

厳しい！

障害票の総数

再テスト済の件数
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (2)(2)アプローチアプローチ

溜まってる？ ⇒障害票の「未解決期間」と「解決期間」をチェック！

1W以内, 123件

2W以内, 57件

3W以内, 52件

4W以内, 45件

5W以上, 129件

1W以内, 3件

2W以内, 14件

3W以内, 31件

4W以内, 39件

5W以上, 80件

未結了
407件
71%

他
167件
29%

結了済

未解決期間 解決期間

約半数が、

１ヶ月以上かけて解決

約３割が、

１ヶ月以上も未解決

未解決 解決済
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (3)(3)可視化のポイント可視化のポイント

情報は時系列で捉える

推移の実績を元に、今後の見通しを予測

 「障害摘出が続くのか？」「対応ペースは十分か？」

訪れる事態を予見し、対策や目標を導く

障害のリードタイムを把握する

解決件数の推移だけでなく、

障害１件１件に要した解決期間、未解決期間にも、

着目する
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３３．．『『②②STST障害対応の停滞障害対応の停滞』』 (4)(4)成果成果

まだ増える、捌ききれない、溜まってる

→全体の共通認識にすることに成功

処置

棚卸し（捌ききれない障害の棚卸し（捌ききれない障害の対応要否を選別対応要否を選別））

障害対応の障害対応の体制強化体制強化

障害対応障害対応の目標の目標ペースをペースを現実的なもの現実的なものに設定に設定

結果

徐々に、障害対応ペースが向上。

未解決障害の件数が減っていった。
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４４．．『『③収束しない③収束しないSTST障害障害』』 (1)(1)課題課題

商用リリースまであと１ヶ月
ST障害の解決期間も現実的になってきた。

後発のテスト（ユーザ受入テスト、校正テスト）も開始。

ST終盤に活気が出てくる。

ところがST障害の摘出が収まらない！「うなぎ上り」

機能面の不具合まで出てくる始末。

なぜ障害が収まらない？なぜ障害が収まらない？

何が起きている？何が起きている？
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４４．．『『③収束しない③収束しないSTST障害障害』』 (1)(1)課題課題

ST障害摘出状況
障害摘出状況（総数）

1
/
2
3

2
/
3

2
/
8

2
/
1
0

2
/
1
4

2
/
1
6

2
/
1
7

2
/
2
0

2
/
2
2

2
/
2
4

2
/
2
4

2
/
2
4

2
/
2
7

2
/
2
8

2
/
2
9

3
/
1

3
/
2

3
/
5

3
/
5

3
/
6

3
/
7

3
/
8

3
/
9

3
/
9

3
/
1
2

3
/
1
3

3
/
1
5

3
/
1
6

3
/
1
9

3
/
2
1

3
/
2
5

3
/
2
6

3
/
2
7

3
/
2
8

3
/
3
0

4
/
2

4
/
3

4
/
5

4
/
7

4
/
1
0

4
/
1
3

4
/
1
7

4
/
1
8

4
/
2
0

4
/
2
3

3
/
2
3

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

開始進捗率

障
害
摘
出
件
数

誤記/ﾚｲｱｳﾄ崩れ

期待値相違
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障害摘出予測（±20%）

誤記/ﾚｲｱｳﾄ崩れ

期待値相違

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ不可

障害摘出予測（±20%）

原因は？

摘出時期

は妥当？
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終盤から開始した

校正テストにより摘出。

⇒摘出時期は妥当

・滞留していた障害

・並行開発した仕様変更

の対応時に混入。

⇒妥当ではない。要対策！

原因は？ ⇒終盤のＳＴ障害を層別に解析。傾向を探る。

テスト種類 ： 機能テスト、シナリオテスト、ブラウザテスト、校正テスト …

機能 ： エントリ系、照会系、決済、外部連携 …

ベンダ ： A社、B社、C社、D社

事象分類 ： 表示不備、期待値相違、オペレーション不可

原因分類 ： 仕様不備、設計不備、製造不備、 リリース不備、デグレード …

摘出時期は妥当？ ⇒混入背景を調査し、リスクを判断。

４４．．『『③収束しない③収束しないSTST障害障害』』 (2)(2)アプローチアプローチ
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４４．．『『③収束しない③収束しないSTST障害障害』』 (3)(3)可視化のポイント可視化のポイント

欠陥は偏在する （ISTQB『テストの一般原則』より）

前述の層別解析を実直に実施

更に、別の層との関連性を解析

異常を感じているなら、きっと答えが見つかる

偏在には理由がある

欠陥の箇所に傾向があるように、

混入の経緯や背景にも傾向がある

混入の経緯を踏まえ、摘出時期の妥当性を判断する
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４４．．『『③収束しない③収束しないSTST障害障害』』 (4)(4)成果成果

品質を強化すべきターゲットを特定できた。

→傾向と対策を示すことに成功

処置
デグレード対策デグレード対策

（（障害障害改修改修前前の、の、影響調査影響調査・方針検討を・方針検討を徹底）徹底）

（（STSTリリース前リリース前の、の、レグレッションテストレグレッションテストをを徹底）徹底）

強化テスト（強化テスト（IKIIKI・クライアントで・クライアントで集中的集中的にに最終打鍵最終打鍵））

結果
デグレードの発生が減少デグレードの発生が減少。。

最終打鍵により、問題が残留していないことを確認最終打鍵により、問題が残留していないことを確認。。
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５５．まとめ．まとめ

信頼度成長モデル（SRGM※）について
障害摘出状況（総数）
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障害摘出予測（±20%）

※ Software Reliability
Growth Model
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５５．まとめ．まとめ

信頼度成長モデルの作成時の工夫点

横軸に何をとるか （課題①②で実践）

日付

テスト工数

テスト完了進捗率

テスト開始進捗率

縦軸に情報を追加するなら （課題②で実践）

対象機能

障害原因

障害事象

⇒ × テスト量と対比できない

⇒ △ 横軸の終点が曖昧になりやすい

⇒ △ ブロックされると横軸が進まず、実態が見えない

⇒ ○ ブロックされてもテスト着手に応じた推移を表現可能

⇒ × 機能によって規模も障害目標も違う

⇒ △ 調査しないと分類不可。タイムリーさに欠ける

⇒ ○ 何が起きているのかリアルタイムで知るのに有効
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５５．まとめ．まとめ

品質の可視化を阻害する要因：

障害摘出のピークがバラバラ （課題③の状況より）

大規模な制限解除

⇒ 前工程の品質管理にも

力を入れる必要がある。

終盤の仕様変更

⇒ 該当する機能を

切り出して評価する。

テストの観点や機能の偏り

⇒ 各々を並行できれば・・・。

テスト種類別や機能で分割

仕様変更
リリース

校正テスト

制限機能の開放

シナリオテスト

機能テスト

テスト進捗率

障
害
摘
出
件
数

障害曲線が倒れない

収束傾向が出ない
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